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行 政 報 告

行財政改革推進検討委員会
１月30日、行財政改革推進検討委員９人による検

討委員会を設置しました。検討委員会には、多額の収

支不足を改善するための対策を集中的に実施するた

め、平成20年度から21年度を行財政改革推進期間と

した推進計画素案を示し、その内容を検討していただ

き、ご意見、ご提言をいただくことにしました。検討

委員会は５回開催され、３月５日に報告を受けていま

す。今後、その報告内容を真摯に受け止め、実施に向

け、前向きに検討していきます。

特別職報酬等審議会
三種町特別職報酬等審議会は、町からの諮問を受け

た委員９人により２月７日、15日の両日開催されて

います。厳しい町の財政状況を踏まえ、町長と副町長

の給与を一律約10％削減するとの町からの諮問に対

し、委員からはさまざまな意見が出されましたが、給

与の約10％を削減するとの諮問は妥当であると答申

を受けています。

定住対策関連
民間による結婚相談所の開設検討に向けて、２月

22日に先進地視察を行っています。町のふるさと回

帰支援センター委員、ＮＰＯ法人一里塚会員が、東北

管内に広くネットワークを持ち、結婚相談所の認証を

行っている盛岡市のＮＰＯ法人少子高齢化対策支援協

議会を訪問し、実績と実効性のある相談所の運営のノ

ウハウを研修してきました。

本町のＵターン定住施策を進める上での基本指針と

なる回帰計画について、昨年の７月から作業をスター

トさせ、計４回の策定委員会を経て、先月末に完成し

ています。内容は平成23年度までの中期計画で、年

度ごとの重点及び個別アクションプランで構成されて

います。来年度以降は、この計画の達成のため、定住

事業の着実な推進に努めていきます。

高速インターネットアクセス網整備
高速インターネットアクセス網整備については、上

岩川・下岩川地区を対象に、今年度中の開通を目指し

て進めてきましたが、高速インターネットを接続する

ために必要な局舎改修が２月20日に完了し、サービ

スは３月３日から開始しています。今後は、相応の加

入増加が見込まれ、高速インターネット回線を利用し

た住民の利便性向上が期待されます。

災害時における協定書
先般、災害が発生した場合に備え、町と能代市山本

郡医師会、三種町建設業協会、三種町商工会の３者と

協定書を締結しています。この協定書で町は、災害時

における医療救護活動、安全確保のための応急対策工

事の実施及び生活物資の供給などについて幅広く協力

を求めており、相互に協力し町民生活の早期安定を図

るものです。

特別養護老人ホームの建設
社会福祉法人「双山会」が進めている特別養護老人

ホームの建設については、昨年７月に法人設立の認可

を受け、国庫交付金事業の地域介護・福祉空間整備事

業及び県補助事業の老人福祉施設等環境整備事業並び

にふるさと融資の対象事業として、平成19年度にお

いて建築工事を実施中です。

しかし、建築基準法が改正されたことに伴い、本建

築物の構造計算適合性判定等の審査に相当の期間を要

し、建築確認済み証の交付が遅れたことなどにより、

工事の着工が当初計画より大幅にずれ込み、計画期間

内である平成20年３月21日の完成が見込めない状況

となり、平成20年度へ本事業の繰越をすべく、国及

び県に対して事業繰越の申請手続きを進めているとこ

ろです。

なお、変更後の工期については、県との協議の結果、

工事の完成検査等を考慮し平成20年７月31日を予定

しています。

平成20年３月三種町議会定例会が３月６日から

13日の会期で開催されました。平成19年度三種町

一般会計予算の補正など議案等61件を審議し、原

案どおり可決されました。開会初日に、佐藤町長が

12月定例会以降の行政報告並びに施政方針説明を

行いましたので、その主な要旨と審議された主な議

案等についてお知らせします。

平成20年３月 

三種町議会定例会 
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灯油購入費助成事業
灯油の価格高騰による低所得者への灯油購入費助成

事業については、申請の受付と助成金の支払い事務を

進めているところです。しかし、対象者の中には未申

請の方も見受けられますので、各地域の民生委員から

ご協力をいただき、申請漏れのないよう配慮しながら

進めています。

麻しんの予防対策
県北を中心に断続的に発生した麻しんの予防対策に

ついては、緊急対策として予防接種に対する助成金の

予算を専決処分し、各保育園や小中学校の協力を得な

がら、予防接種の勧奨を行ったところです。

これまでのところ町内では２人の発症が確認され、

以後報告はありませんが、秋田県全体としてはいまだ

終息状態にはないと考えられることから、今後とも引

き続き麻しんを含めた各種予防接種の勧奨を進めてい

きます。

米政策改革推進対策
２月13日に水田農業推進協議会が開催され、20年

度生産数量目標及び水稲作付け目標面積配分方針や産

地づくり計画が示されています。水稲作付け目標面積

の配分については、本町への生産数量目標の配分は2

万1,915㌧（昨年比1,114㌧の減）で、基準単収（慣

行栽培で10ａ567㎏、直播栽培10ａ505㎏）で換算

すると、水稲作付け目標面積3,865haとなります（昨

年比210haの減）。これを率に換算すると65.6％（昨

年は68.9％）となります。農家に対し一律配分して

いますが、大変厳しい配分結果となっています。これ

は米の過剰基調がもたらしたもので、米価下落の一因

になっているといわれており、転作非協力者の取り込

みが喫緊の課題となっています。

松くい虫事業関連
伐倒くん蒸処理本数は１万本余りに及んでいます。

事業費の総額は約6,500万円にものぼっていますが、

事業費ベースは落ち込んでおり、被害ペースに追いつ

けないのが現状です。20年度も19年度と同様の予算

規模を想定していますが、工夫だけでは限界にきてお

り、再検討が必要と考えています。

中小企業融資貸付の運用状況
昨年４月からの限度額拡大や国の保証制度の改正、

長引く経済状況の悪化などにより、利用が大幅に伸び

ています。１月末現在での利用件数は186件（前年１

月末125件）で48.8％の増、利用金額累計は7億

1,752万8千円（前年5億7,103万1千円）で25.6％の

増となっており、商工業者の事業推進に大きな役割を

果たしていると思われます。

三種町観光協会
合併後、暫定的に三種町観光協会を立ち上げ、旧町

単位でそれぞれの観光協会の活動を行っていました

が、今年度末をもって旧観光協会を解散し、正式に三

種町観光協会として発足する運びとなっています。三

種町観光協会の発足を期に、名実ともに本町観光産業

が益々発展することを期待しています。

山本地域用の上水道の試掘結果
18年度で水源探査を実施した４カ所の中から、さ

らに有望な個所を選定して実施した試掘井戸は、18

年度の水源探査の結果と同様の水質と水量（900㍑／

毎分、1,296㌧／日）が確認されていますので、20年

度、給水区域の水質改善事業として本井戸の掘削、揚

水ポンプ設置などを進めていきます。

学校再編整備
昨年12月に三種町学校再編整備検討委員会から答

申があり、教育委員会ではこの答申に基づき、三種町

学校再編整備計画（案）を策定しました。これを受け

２月に、山本・八竜地域各１カ所、琴丘地域３カ所の

町内５カ所で地域説明会を行いました。説明会では、

保護者や地域の方から「統廃合した場合、放課後児童

クラブへの移動手段をどうするのか」「統合先の校舎

の改修や修繕はどうするのか」「統合までの間、老朽

化している校舎の改修はどうするのか」「統合するま

での間、小中学校併設はできないか」などの意見や要

望が寄せられましたが、整備計画（案）の基本的な考

え方については、ご理解いただいたものと考えます。

今後は、説明会での要望等を十分検討しながら、計画

の実施に向けた取り組みを行っていきます。

学校給食センター
学校給食センターについて、基本設計が完成しまし

た。構造は鉄骨造一部２階建て、延べ床面積が1,269

㎡となっています。車庫の併設や見学スペースの確保

などにより、当初予定より若干大きくなっており、厨

房機器は、関係者等と協議によりガス機器を基本とし、

一部管理のしやすい電気式を採用することにしていま

す。実施設計においてさらに精査し、事業実施に向け

ていきます。

▲上岩川地区での説明会の様子
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施 政 方 針

財政運営
現下の厳しい情勢の中、本町においては健全財政を

目指し、中長期的展望に立った財政運営を図って行か

なければならないものと考えており、将来に渡って安

定したまちづくりを進めるため、平成20年度からの

２年間を「行財政改革推進期間」と位置づけ、多額の

収支不足を圧縮する対策を集中的に実施していかなけ

ればなりません。財政の中期見通しでは、単年度収支

で21年度に３億円の最大赤字が見込まれるほか、災

害時など不測の事態に備えるためにも一定額の基金を

確保すると共に、基金に頼らない持続性のある財政運

営を行う必要があると認識しています。

具体的な取り組みとして、３役の給与・期末手当の

削減、職員の期末手当・管理職手当等の削減を図り、

定員管理の適正化に努め、補助金の精査や重点事業へ

の予算配分、投資的経費の縮減・重点化及び公債費の

縮減に努めていきます。

三種町国土利用計画の策定
この計画は、国、県、市町村がそれぞれの区域につ

いて定めるものとされており、三種町国土利用計画は、

本町における土地利用に関する行政の指針となるべき

ものです。本計画は、農振法や森林法等の関係法との

整合性に加え、町の基本構想を反映させる必要がある

ことから、関係団体、住民で構成する策定検討委員会

を立ち上げ、平成20年度末の策定を予定しています。

公共交通
定期路線バスは、本町における主要な公共交通とし

て機能し、特に交通弱者の身近な移動手段として、必

要不可欠な役割を果たしています。しかしながら、収

支については、全路線が採算割れという状況にあり、

路線を維持するため、毎年、バス事業者に対し相応の

補助金を支出していますが、運行形態に利用者ニーズ

とのズレが生じているほか、年々増加している補助金

が町財政を大きく圧迫している状況にあります。

そのため、平成20年度において、公共交通の利用

者や事業者、道路管理者などで構成する地域公共交通

会議を立ち上げ、本

町の実情に即した公

共交通について協議

し、交通弱者の視点

に立ちながらも、費

用効率の高い公共交

通を確立したいと考

えています。

携帯電話不感地帯解消施設整備
携帯電話の不感地帯解消について、県へ事業要望を

行ってきましたが、このたび平成20年度移動通信用

鉄塔施設整備事業により、上岩川小新沢・羽立地区を

整備することになりました。今後のスケジュールは、

21年２月までに工事完了、21年４月よりサービス開

始の予定となっています。他の不感地帯についても、

引き続き県や事業者へ要望を行っていきます。

町民の健康づくり対策
平成20年度から各医療保険者に義務づけられる特

定健康診査が実施されますが、国保の被保険者及び各

被用者保険の加入者も含めた健診体制の整備を行い、

引き続き各種ガン検診なども含めた検診率の向上に取

り組んでいきます。

心の健康づくりについては、今年度開催した「ふれ

あいサポーター養成講座」を機会に、受講者からも前

向きな活動を検討したいとの意見も出されていますの

で、こうした活動に対するフォローを行うとともに、

地域住民への浸透を目指しながら、積極的に各事業を

推進していきます。

住宅環境の整備
町民の住宅困窮者を解消し、若者達の町外流出の歯

止めや定住化を進めるため、継続的に町営住宅の建設

を行っていきます。20年度は、八幡越地区に３棟６

戸を新築するとともに、既存住宅の適正な管理では、

東二本柳住宅の水洗化工事等を行うストック改善事業

を実施し、安全で快適な住宅を提供していきます。

下水道事業等
平成20年度において、下水道事業は槻田集落の整

備を予定しています。農業集落排水事業は、下岩川地

区における管路工事の一部を実施し、平成23年度供

用開始に向け事業を遂行していきます。合併浄化槽設

置事業については、町内全域で７人槽40基の設置を

計画し、三種川並びに八朗湖の水質改善につながるよ

う努力していきます。

三種町学校再編整備
３月に策定された整備計画を受け、平成20年度に

計画実施の準備に着手します。当計画の最初の事業で

ある琴丘地域の小学校の統合は、平成21年度実施を

予定しており、平成20年度に実施準備委員会（仮称）

を設立し、校名・校歌等、通学方法、児童交流会、閉

校式などについて協議を進めます。それ以外の統合等

については、児童生徒数の減少の推移やその要因など

を見極めて取り組んでいきます。▲公共交通のあり方を検討
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役場の組織・機構の一部が変わります！
町では、様々な社会情勢の変化や多様化する町民ニーズに対応し、迅速なサービス提供を行うため、

４月から役場の組織・機構の一部を次のとおり変更します。（変更する課・係のみ掲載）

変更点等 変更前課名等 

変更なし 企 画 振 興 係 
まちづ くり課 

変更なし 情 報 統 計 係 

課を廃止しまちづくり課へ移管 商 工 観 光 係 商 工 観 光 課 

国体終了のため廃止 国 体 推 進 係 国 体 推 進 室 

主な業務 変更後課名等 
総合計画、 過疎計画、 辺地計画、 定 
住対策、 交通政策、 男女共同参画等 企 画 振 興 係 

まちづ くり課 広報、ホ ーム ペー ジ、統計、電 
算、テレビ難視聴対策等 情 報 統 計 係 

商工業 振興、観光 振興、消費 者 
行政、誘致企業等 商 工 観 光 係 

変更点等 変更前課名等 

地域づくり係に統合 
総 務 係 

地域づ くり課 地域づくり係 
税 務 会 計 係 

消防等を地域づくり課へ移管 
戸 籍 町 民 係 

地 域 生 活 課 

上記以外は町民係へ統合 
町民係へ統合 生 活 環 境 係 

変更なし 福 祉 保 健 係 

変更なし 保 育 園 
課を廃止し地域づくり課へ移管 商 工 観 光 係 

地 域 産 業 課 
課を廃止し地域整備課へ移管 農 業 振 興 係 

建設上下水道係へ統合 
建 設 管 理 係 

地 域 整 備 課 
上 下 水 道 係 

主な業務 変更後課名等 

庁舎 ・ 財産管理、 地域イベント、 
税金収 納、選挙、ふる さと会、 
観光窓口等 

地域づ くり係 
地域づ くり課 

地域消防、 地域防災、 地域交通安全等 地 域 防 災 係 
戸籍、 住基、 各種証明書、 国保、 年 
金、 福祉医療、 ご み 、 犬 の 登録等 

町 民 係 

地 域 生 活 課 身体障害 ・ 知的障害、 生活保護、 老 
人福祉、 健診 ・ 検診、 健康づ く り 等 

福 祉 保 健 係 

保育業務 保 育 園 
農林業振興、 生産調整 （転作） 、 松 
く い虫対策、 農業委員会窓口等 

農 林 振 興 係 
地 域 整 備 課 

道路 ・ 河川 ・ 公園 の 維持管理、 公 
営住宅、 除雪、 水道、 下水道等 

建設上下水道係 

【本　　庁】 

【総合支所】 

4月から

●三種町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関す
る条例の一部を改正する条例の制定
……消防団員に係るポンプ操縦手当の廃止に伴う改正
●三種町一般職の職員の給与に関する条例の一部を改
正する条例の制定
……一般職の職員等の期末手当支給において特例措置
を規定するため（期末手当0.2月減額２年間）

●三種町職員等の旅費に関する条例の一部を改正する
条例の制定
……職員等の旅費における車賃の額の改定に伴う改正
（１㎞につき40円→20円）

●三種町長寿祝金支給条例の一部を改正する条例の制定
……長寿祝金の支給内容の見直しに伴う改正（支給対
象者を満100歳のみとする）

●三種町立児童館における指定管理者の指定等4件
……増浦児童館等52施設の指定管理者を指定
●平成19年度一般及び各特別会計予算等の補正9件
……一般会計補正予算から9,245万1千円を減額し

総額96億5,415万9千円
【一般会計予算の補正の主な歳出】
◇後期高齢者システム改修委託料 183万8千円
◇老人保健特別会計繰出金 4,497万3千円
◇介護保険特別会計繰出金 529万8千円
◇除雪業務委託料 967万5千円
◇下水道特別会計繰出金 530万1千円
●平成20年度一般及び各特別会計予算等14件
……詳細については８～９Ｐに掲載

審議された主な議案等

●専決処分の承認を求めること
……平成19年度一般会計補正予算（予備費140万2千円

を緊急麻しん・風しん予防接種事業に組み替え）
●三種町農業集落排水事業財政調整基金条例の制定
……農業集落排水事業に必要な財源を確保し、財政の
健全な運営に資するため本基金を設置する

●三種町後期高齢者医療に関する条例の制定
……後期高齢者医療について、町が行う事務等に関し
条例を制定する

●三種町職員定数条例の一部を改正する条例の制定
……職員の定員管理の適正化に伴う改正（職員定数計
277人を243人に改める）

●三種町課設置条例の一部を改正する条例の制定
……三種町行政組織、機構の見直しに伴う改正（詳細
については下欄に掲載）

●三種町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に
関する条例等の一部を改正する条例の制定
……町長、副町長及び教育長の給料月額ほかを改定
給料月額　町　長　839,000円　→　755,000円

副町長　622,000円　→　560,000円
教育長　570,000円　→　513,000円

●三種町特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用
弁償に関する条例の一部を改正する条例の制定
……特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償
の額を一部引き下げる
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町では、４月１日付けで人事異動を発令しました。

人 事 異 動  人 事 異 動  

※「八」「琴」「山」は八竜・琴丘・山本各総合支所の略
※（ ）内は前所属

総務課　 行政係主任（いきいき健康課福祉係主任）門
間淳子　財政係主任（琴・地域生活課戸籍町民係主任）
渡辺祐紀　主査・秋田県市町村課行政班派遣（まちづく
り課情報統計係主査）珍田宇臣
まちづくり課　 課長兼情報統計係長（税務課長兼八・
地域づくり課税務会計係長）小沢寿昭　課長補佐兼企画
振興係長（企画振興係主席係長）真川信一　商工観光係
長（いきいき健康課国保年金係長）佐々木里史　商工観
光係主査（商工観光課商工観光係主査）荒川浩幸　企画
振興係主任（会計課会計係主任）青山純子　情報統計係
主事（議会事務局主事）児玉知済
税務課　 主管兼課長（琴・主管兼総合支所長）飯塚巧
作　納税係主席係長（商工観光課商工観光係主席係長）
田村征孝　納税係主査（建設課管理係主査）川村巧　賦
課係主査（農林課農地整備係主査）阿部悟　納税係主査
（納税係主任）安部和之
町民生活課　 課長兼環境衛生係長兼清華苑施設長（商
工観光課長）西坂則雄　消防防災係主任（八・地域生活
課戸籍町民係主任）川村幸博　環境衛生係清華苑主任技
術手（環境衛生係清華苑技術手）菅原貴生
いきいき健康課　 主管兼課長兼地域包括支援センター
所長（課長兼地域包括支援センター所長）桜田悦郎　課
長補佐兼介護支援係長（八・地域づくり課長補佐兼総務
係長）腰丸豊　国保年金係長（税務課納税係長）佐々木
恭一　福祉係主査（総務課行政係主査）小林あづさ　国
保年金係主任（秋田県後期高齢者医療広域連合事務局派
遣）石井忍　介護支援係主事（教育委員会事務局総務係
主事）田中友樹
農林課　 参事兼農地整備係長（課長補佐兼農地整備係
長）佐藤政孝　課長補佐兼農政係長（国体推進室長補佐
兼国体推進係長）嶋田仁　農地整備係主事（琴・地域産
業課農業振興係主事）木村昭仁　農政係主事（農政係主
事補）吉田隆浩
建設課　 課長（琴・地域整備課長兼上下水道係長）桧
森雅臣　建設係主査（琴・地域整備課建設管理係主査）
国塚勝英　管理係主任（税務課納税係主任）近藤克利
上下水道課　 主管兼課長（山・主管兼総合支所長）金
子新一郎　管理係主任（山本教育振興室生涯学習係主任）
佐藤潤一　下水道係主査（八・地域生活課戸籍町民係主
査）伊藤明彦　水道係主事（税務課賦課係主事）舘岡知
弘
会計課　 会計管理者兼課長（山・地域整備課長）成田
隆道　参事兼会計係長（課長補佐兼会計係長）宮田正志
会会計係主任（いきいき健康課介護支援係主任）近藤香
奈子
議会事務局　 主任（まちづくり課情報統計係主任）大
村和人

農業委員会事務局　 事務局長（八・地域生活課長）笹
村優樹　主任（山・地域産業課農業振興係主事）笹村敬之
教育委員会事務局　 総務係主査（琴・地域づくり課地
域づくり係主査）岡本由梨　総務係主任（八・地域づく
り課地域づくり係主任）成田直広　生涯学習係主任（総
務課財政係主任）見上豪紀　鯉川小学校主査校務員（鯉
川小学校主任校務員）加来久就　浜口小学校主任校務員
（八竜中学校主任校務員）児玉利勝　湖北小学校主任校務
員（浜口小学校校務員）清水恒吉　八竜中学校主任校務
員（湖北小学校主任校務員）三浦卓也　琴丘中学校主任
校務員（琴丘中学校校務員）西村宏紀　八竜教育振興室
生涯学習係主任（八竜教育振興室生涯学習係主事）加藤
修子　琴丘教育振興室長（琴・地域整備課長補佐兼建設
管理係長）児玉利嗣　琴丘教育振興室生涯学習係主席係
長（琴・地域生活課生活環境係主席係長）鎌田秋男　山
本教育振興室生涯学習係主任（山・地域づくり課地域づ
くり係主任）小澤聡
保育園　 琴丘保育園主席保育士長（琴丘保育園保育士
長）豊沢英子　琴丘保育園主席保育士長（琴丘保育園保
育士長）近藤田鶴子　琴丘保育園保育士長（森岳保育園
保育士長）中田信子　森岳保育園主席保育士長（琴丘保
育園主席保育士長）近藤美喜子　金岡保育園主席保育士
長（森岳保育園主席保育士長）阿部孝子
八竜総合支所　 総合支所長（八・地域づくり課長兼八
竜共同福祉施設長）川村博文
八・地域づくり課　 課長兼地域防災係長兼八竜共同福
祉施設長（八・地域産業課長兼商工観光係長）清水厚夫
国地域づくり係主任（八・地域生活課福祉保健係主任）
荒川恵理子　地域防災係主席主査（総務係主席主査）相
沢文隆　地域防災係主事（八・地域産業課商工観光係主
事）畠山範之
八・地域生活課　 課長（山・地域生活課長兼生活環境
係長兼山本保健センター所長）嶋田和広　課長補佐兼町
民係長（課長補佐兼戸籍町民係長）清水肇　町民係主査
（戸籍町民係主査）大高博充　町民係主査（戸籍町民係主
査）伊藤善之　町民係主任（上下水道課下水道係主任）
岩谷孝則　町民係主事（生活環境係主事）石川賢志　福
祉保健係主任（八・地域整備課建設管理係主任）伊藤光樹
八・地域整備課　 課長補佐兼農林振興係長（農林課長
補佐兼農政係長）児玉直久　農林振興係主席主査（八・
地域産業課農業振興係主席主査）金子英人　農林振興係
主席主査（八・地域産業課農業振興係主席主査）後藤芳
英　農林振興係主任（八・地域産業課農業振興係主任）
大高一成　課長補佐（八・地域産業課長補佐兼農業振興
係長）岩谷優　建設上下水道係長（上下水道係長）寺沢
梶人　建設上下水道係主査（上下水道係主査）進藤敦�
建設上下水道係主事（町民生活課消防防災係主事）関公
司
琴丘総合支所　 主管兼総合支所長（主管兼国体推進室
長）船木政廣
琴・地域づくり課　 課長（山・地域づくり課長）田中
金光　地域づくり係長（総務係長）渡辺広　地域づくり
係主査（総務係主査）近藤政人　地域防災係主席係長
（地域づくり係主席係長）櫻庭一則　地域防災係主任（町
民生活課町民係主任）高堂智子
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こんなときは14日以内に届け出を！

◎「被保険者証」とは、「国民

健康被保険者証」のことです。

◎印鑑と年金手帳、世帯全員の

被保険者証をお持ちください。

◎同じ世帯に、国保高齢受給者

証をお持ちの方がいる場合は

あわせてお持ちください。

◎届出が遅れると、さかのぼっ

て課税される場合や、国保で

負担した保険給付費を返して

いただく場合がありますので、

届出はお早めにお願いします。

◆届け出・問い合わせ先
各総合支所地域生活課
八竜 TEL 0185－85－4825
琴丘 TEL 0185－87－2109
山本 TEL 0185－83－2115

他 の 市 区 町 村 か ら 転 入 し た 方 が い る と き（職 場 の 健 康 保 険 な ど に 加 入 し て い な 
い場合） 　 ● 被保険者証 

国 保 に 

加 入 す る 

他の健康保険を脱退した方がいるとき 
● 被保険者証・社保などの資格喪失証明書　 ● 各種福祉医療費受給者証 

生活保護を受けなくなった方がいるとき　 ● 保護決定（廃止）通知書 

子どもが生まれたとき　　 ● 被保険者証　 ● 世帯主の口座番号がわかるもの 

他の市区町村に転出する方がいるとき　　 ● 被保険者証 

国 保 を 
脱 退 す る 

他の健康保険に加入した方がいるとき 
● 国保と職場の被保険者証（カード型の場合は世帯全員分） 
● 各種福祉医療費受給者証 

生活保護を受けることになった方がいるとき 
● 被保険者証　 ● 保護決定（開始）通知書 

亡くなった方がいるとき 
● 被保険者証　 ● 葬祭を行った（行う）方の口座番号がわかるもの 

退職者医療制度に該当することになったとき　　 ● 被保険者証　 ● 年金証書 

そ の 他 

住所・世帯主・氏名などが変わったとき　　　　 ● 被保険者証 

被保険者証をなくしたり、破損したとき　 
● 破損した被保険者証　 ● 身分を証明するもの 

就学のため、他の市区町村に居住する方がいるとき 
● 被保険者証　 ● 在学証明書（申請年度に発行されたもの） 

届け出が必要な場合（●は届け出に必要なもの）

琴・地域生活課　 課長補佐・ひまわりセンター（福祉
保健係主席係長）川村義之　町民係長（戸籍町民係長）
高橋泉　町民係主席主査（戸籍町民係主席主査）渡辺裕
子　町民係主席主査（戸籍町民係主席主査）工藤真由美
国町民係主査（戸籍町民係主査）石井透　町民係主査
（琴・地域産業課商工観光係主査）平塚孝直　町民係主事
（戸籍町民係主事）見上美咲　福祉保健係長（琴丘教育振
興室生涯学習係長）工藤一嗣
琴・地域整備課　 課長（八・地域整備課参事兼建設管
理係長）高橋均　課長補佐（琴・地域産業課長補佐）川
村正悦　農林振興係長（琴・地域産業課農業振興係長）
近藤吉弘　農林振興係主任（琴・地域産業課農業振興係
主任）近藤健　農林振興係主事（国体推進室国体推進係
主事）田中学　参事兼建設上下水道係長（山・地域産業
課参事）大越政光　建設上下水道係主席主査（上下水道
係主席主査）斉藤宝　建設上下水道係主査（建設課建設
係主査）児玉憲一　建設上下水道係主査（上下水道係主
任）佐々木良大
山本総合支所　 総合支所長（琴・地域づくり課長）内
藤晴喜
山・地域づくり課　 課長（山・地域産業課長）小山内
喜見男　課長補佐兼地域づくり係長（課長補佐兼総務係
長）佐藤一　地域づくり係主席主査（総務係主席主査）
川井千鶴子　地域づくり係主任（総務係主任）三浦由紀
子　地域防災係長（地域づくり係長）石井靖紀　地域防
災係主査（教育委員会事務局生涯学習係主査）清水秀文
山・地域生活課　 課長兼福祉保健係長兼山本保健セン
ター所長（いきいき健康課参事兼介護支援係長）阿部覚
国課長補佐兼町民係長（課長補佐兼戸籍町民係長）三村

勇一　町民係主席主査（戸籍町民係主席主査）嶋田マキ
子　町民係主査（戸籍町民係主査）平沢仁美　町民係主
査（生活環境係主査）島田清信　町民係主査（戸籍町民
係主査）近藤純子　町民係主任（戸籍町民係主任）北林
孝典　町民係主任（戸籍町民係主事）嶋田裕樹　福祉保
健係主査（国体推進室国体推進係主査）内藤英子
山・地域整備課　 課長（琴・地域産業課長兼商工観光
係長）木村信悦　課長補佐兼農林振興係長（山・地域産
業課農業振興係主席係長）山田幸樹　農林振興係主査
（まちづくり課企画振興係主査）小松仁　農林振興係主査
（山・地域産業課農業振興係主査）佐藤慶一　農林振興係
主任（上下水道課管理係主任）近藤一仁　課長補佐
（山・地域生活課福祉保健係主席係長）高橋善浩　建設上
下水道係長（建設管理係長）藤原一喜　建設上下水道係
主任（上下水道係主任）桜田慎太郎　建設上下水道係主
事（上下水道課水道係主事）三浦丈　建設上下水道係主
事（上下水道係主事）嶋田義彦
退　職 （3月31日付け）

国荒川明仁（主管兼まちづくり課長） 三浦信雄（主管
兼町民生活課長） 高橋和男（主管兼建設課長） 関春
男（主管兼上下水道課長） 信太政博（会計管理者兼主
管兼会計課長） 工藤春信（主管兼農業委員会事務局長）
国佐々木鈞（主管兼八竜総合支所長） 荒川聡（琴・地
域生活課長補佐） 田村仁氏（山・地域整備課上下水道
係主席係長） 佐藤信雄（山・地域産業課商工観光係主
席係長） 石井睦子（山・地域整備課建設管理係主席主
査） 大山幸子（山・地域生活課福祉保健係主席主査）
国国塚絹子（教育委員会事務局総務係主席主査） 児玉
きよ子（金岡保育園主席保育士長）
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▲

▲
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平成20年度の当初予算が３月町議会定例会で成立しましたのでお知らせします。一般会計の歳入歳出予算の総額

は、95億4,570万6千円で、前年度比7.5％の増となっています。歳入では、大型事業の実施により国庫補助金及び

町債は増となっていますが、景気低迷の影響により町民税などが減額しています。また、歳出では、人件費や物件費

は見直しに伴い減となっていますが、大型事業の実施により普通建設事業費を増額したほか、公債費及び各特別会計

への繰出金も増となっています。本年度の予算は、通年ベースでの予算となっていますが、歳入歳出の均衡を図るた

め財政調整基金から5,000万円を取り崩しています。今後も厳しい財政状況が続くため、徹底した歳出削減を行い健

全な財政運営に努めつつも、一方で活力あるまちづくりを目指していきます。

町税 
14億1,411万1千円 
　　　　　　(14.8%)

地方交付税 
46億4,173万3千円 
　　　　　　(48.6%)

地方交付税 
46億4,173万3千円 
　　　　　　(48.6%)

地方譲与税 
1億6,300万円 
　　　　    (1.7%)

議会費…1億1,726万2千円 
　　　　　　　　　    (1.2%)

総務費 
10億6,045万9千円 
　　　　　　    (11.1%) 人件費 

18億3,739万7千円 
　　　　　　        (19.2%)

人件費 
18億3,739万7千円 
　　　　　　    (19.2%)

その他 
1億5,888万6千円 
　　　　　　    (1.7%)

物件費 
11億502万7千円 
　　　　　　        (11.6%)

物件費 
11億502万7千円 
　　　　　    (11.6%)

扶助費 
8億5,551万円 
　　　　        (9.0%)

扶助費 
8億5,551万円 
　　　　    (9.0%)

補助費等 
11億6,693万6千円 
　　　　　　    (12.2%)

公債費 
18億4,696万1千円 
　　　　　　        (19.3%)

公債費 
18億4,696万1千円 
　　　　　　    (19.3%)

繰出金 
12億9,360万円 
　　　　 (13.6%)

繰出金 
12億9,360万円 
　　　　 (13.6%)

普通建設事業費 
12億8,138万9千円 
　　　　　　(13.4%)

普通建設事業費 
12億8,138万9千円 
　　　　　　(13.4%)

衛生費 
6億391万3千円 
　　　　　(6.3%)

衛生費 
6億391万3千円 
　　　　　(6.3%)
農林水産業費 
6億8,314万6千円 
　　　　　　(7.2%)

商工費 
2億7,011万5千円 
　　　　　　(2.8%)

土木費 
9億2,447万円 (9.7%)
土木費 
9億2,447万円 (9.7%)

消防費 
5億576万3千円 
　　　　　 (5.3%)

消防費 
5億576万3千円 
　　　　　 (5.3%)

教育費 
11億8,546万3千円 
　　　　　　 (12.4%)

教育費 
11億8,546万3千円 
　　　　　　 (12.4%)

公債費 
18億4,696万2千円 
　　　　　　 (19.3%)

公債費 
18億4,696万2千円 
　　　　　　 (19.3%)

その他…2,416万9千円  (0.3%)

民生費 
23億2,398万4千円 
　　　　　　        (24.4%)

民生費 
23億2,398万4千円 
　　　　　　    (24.4%)

国県支出金 
15億6,836万4千円 
　　　　　　(16.4%)

国県支出金 
15億6,836万4千円 
　　　　　　(16.4%)

諸収入 
2億3,837万円 
　　　　(2.5%)

町債  
9億8,240万円(10.3%)

（目的別） （性質別） 

その他  
5億3,772万8千円（5.7%） 

（　）内は構成比 

（　）内は構成比 

歳　入 

歳　出 

平成20年度当初予算 

一般会計予算は 95億4,570万6千円 95億4,570万6千円 95億4,570万6千円 
給食センター建設等で前年度比６億７千万円増（7.5％増） 

▲給食センター建設により解体する山本総合支所
支所機能は山本農村環境改善センターに移転

（６月中旬移転予定）



●議員報酬 …………………………………6,146万4千円

●土地開発公社償還金…………………………4,975万円

●移動通信用鉄塔施設整備工事 …………5,084万9千円

●能代山本広域市町村圏組合負担金 ……2,901万2千円

●山本総合支所移転工事 …………………3,648万7千円

●電算関係費……………………………………3,519万円

●固定資産基礎資料統合業務委託 ………4,528万8千円

●社会福祉協議会補助金………………………3,200万円

●障害者福祉扶助費 …………………2億8,302万1千円

●福祉医療扶助費 ……………………1億5,089万6千円

●老人保健特別会計繰出金 ………………2,563万3千円

●国民健康保険特別会計繰出金 ……1億8,560万3千円

●養護老人ホーム措置費負担金 …………7,204万6千円

●山本郡養護老人ホーム負担金 …………3,280万9千円

●八竜山本ふくし会負担金……………………2,145万円

●介護保険特別会計繰出金 …………2億4,085万4千円

●後期高齢者医療療養給付費 ………2億1,451万6千円

●後期高齢者医療特別会計繰出金 ………5,607万9千円

●児童福祉委託児童措置費負担金 …1億9,467万4千円

●児童手当 ………………………………1億862万5千円

●保育園給食材料費 ………………………2,261万7千円

●中小企業融資斡旋資金預託金……………………1億円

●ゆめろん他6施設指定管理料 …………8,442万7千円

●健康診査委託料 …………………………3,280万6千円
●公営企業会計繰出金 ……………………6,548万2千円
●簡易水道特別会計繰出金 ……………1億601万1千円
●一般廃棄物収集業務委託料…………………1,616万円
●能代山本広域市町村圏組合負担金 1億9,311万8千円
●合併処理浄化槽設置費補助金………………2,400万円

●農業夢プラン応援事業補助金 …………3,228万9千円
●中山間地域等直接支払交付金 …………5,064万4千円
●担い手育成基盤整備事業……………………4,310万円
●山本地区むらづくり事業……………………6,540万円
●農業集落排水特別会計繰出金 …………5,846万6千円
●保全松林健全化整備事業委託料 ………4,994万8千円

●道路台帳統合化業務委託料 ……………4,767万9千円
●道路維持業務委託料 ……………………4,527万2千円
●小町房住線道路改良工事 …………2億1,519万3千円
●公共下水道特別会計繰出金 ………2億8,101万2千円

●能代山本広域市町村圏組合負担金 4億4,579万5千円

●学校給食材料費 …………………………8,187万6千円
●学校給食センター建設事業 ………5億5,021万3千円

●長期債元金 …………………………16億1,020万8千円
●長期債利子 …………………………2億3,175万3千円

公　債　費

教　育　費

消　防　費

土　木　費

農林水産業費

衛　生　費

商　工　費

民　生　費

総　務　費

議　会　費

（単位：千円） （単位：千円） 

比　　較 19 年 度 
当初予算額 

20 年 度 
当初予算額 会　計　名 

▲   　50,9532,602,456  2,551,503  国 民 健 康 保 険 

▲   2,389,724 2,698,957  309,233  老 人 保 健 

188,600 0  188,600  後 期 高 齢 者 医 療 

▲     　 1,090 235,989  234,899  簡 易 水 道 

▲       146,121 877,936  731,815  公 共 下 水 道 

73,422 232,889  306,311  農 業 集 落 排 水 

比　　較 19 年 度 
当初予算額 

20 年 度 
当初予算額 会　計　名 

▲ 　 　 188 9,083  8,895  土 地 取 得 

71,180 1,654,379  1,725,559  介 護 保 険 

2,978 32,316  35,294  介 護 サ ー ビ ス 

▲     　 1,960 19,453  17,493  衛 生 処 理 

▲     　 3,249 23,177  19,928  温 泉 

0 1  1  国 保 診 療 施 設 

▲   2,257,105 8,386,636  6,129,531  特 別 会 計 合 計 

（単位：千円） （単位：千円） 

比　較 19 年 度 
当初予算額 

20 年 度 
当初予算額 区　　　分 

171,385 8,436  179,821  資 本 的 収 入 

182,599 45,786  228,385  資 本 的 支 出 

比　較 19 年 度 
当初予算額 

20 年 度 
当初予算額 区　　　分 

▲     　 5,158 179,523  174,365  収 益 的 収 入 

▲   　14,106172,425  158,319  収 益 的 支 出 

特　別　会　計 

公営企業会計 （水道事業） 

※不足額は過年度分損益勘定留保資金などで補てんします。 

一般会計予算 

20年度はこんなことに使われます 20年度はこんなことに使われます 

9
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平成19年度で下水道工事が完了し、３月31日から新規に供用開始（接続可能）となる地区は
次のとおりです。この地区のみなさんには、５月上旬に受益者分担金納入通知書を発送します。

●初年度第１期（平成20年５月末日）までに受益者分担金

全額（15万円）を納付していただいた場合、６％にあた

る9,000円を一括納付報奨金として後日交付しますので、

希望者は各総合支所までご連絡ください。

●下水道法では、公共桝が設置され供用開始となった建築物

について『遅滞なく接続しなければならない』『供用開始

後３年以内に汲取便所を水洗便所に改造しなければならな

い』と定められています。

●新たに供用開始となった受益者のみなさん、供用されてい

る地区でいまだに未接続のみなさんには、下水道法をご理

解いただき、美しい自然を守り、下流水域の保全と生活環

境の改善を図るためにも、一刻も早い下水道（集落排水）

への接続をお願いします。

●下水道へ加入済みのみなさんへのお願いですが、最近異物

流入によるポンプの故障が発生しています。トイレにはト

イレットペーパー以外流さないこと、また、台所では調理

くずや食用油などを流さないよう注意してください。

電 話 番 号 担　　当　　課 担　当　業　務 担当地域 

0185 － 72 － 1535 上下水道課 下水道事業全般 三 種 町 全 域 

0185 － 85 － 4823 八竜総合支所地域整備課 納付書発行、一括納付受付 八 竜 地 域 

0185 － 87 － 3054 琴丘総合支所地域整備課 納付書発行 琴 丘 地 域 

0185 － 83 － 4585 山本総合支所地域整備課 納付書発行、一括納付受付 山 本 地 域 

◆問い合わせ先

のみなさんへ 新規下水道接続可能地区 新規下水道接続可能地区 新規下水道接続可能地区 

に 献 血 
みなさんのご協力を！ みなさんのご協力を！ みなさんのご協力を！ 

献血50回達成者を表彰

このたび、県山本地域振興局福祉環境

部（能代保健所）より、献血50回を達

成した方に対し、同部長感謝状が贈呈さ

れました。今年度、能代山本管内で達成

したのは３人で、うち２人が三種町在住

者でした。能代保健所では「近年献血を

してくれる方の確保が難しく

なってきている。一人でも多

くの方のご協力をお願いしま

す」と話していました。

★県山本地域振興局福祉環境部長感謝状

献血50回達成　※三種町関係分

佐　藤　きぬ子さん（寒　城）

大　村　幸　信さん（釜　谷）

３月７日、日本武道館

（東京都）で行われた自

治体消防制度60周年記

念式典の中で、三種町消

防団が「特別表彰まとい」

を受賞しました。この

「特別表彰まとい」は、

財団法人日本消防協会の

表彰制度として昭和54

年に創設されたもので、毎年全国の消防団の中から、長年にわ

たり特に著しい功績が認められた消防団に授与される名誉ある

賞です。本賞の受賞数は少なく、全国の消防団にとっては最高

の栄誉であり、三種町消防団の全県及び全国消防操法大会での

活躍や災害時の出動、訓練の実施など、日頃からのたゆまぬ活

動が評価されたものです。三種町消防団の受賞は、県内では６

番目の受賞となりました。

三種町消防団

を受賞！ を受賞！ 「特別表彰まとい」 「特別表彰まとい」 

●平成20年３月31日新規供用開始地区

八竜地域　大　口の一部、大　曲の一部

山本地域　志戸橋の一部、金光寺の一部

●受益者分担金とは、税金により整備された下水

道（集落排水）の恩恵を受ける人たちに、一定

の割合で建設費の一部を負担していただく制度

です。

●三種町では、琴丘地域の整備が完了しており、

現在は八竜地域、山本地域の一部を整備してお

りますが、両地域とも負担額は公共桝１個あた

り15万円で、供用開始から５年に分割して納

入していただきます。

●分担金の納期

第１期　～５月末日まで

第２期 ８月１日～同月末日まで

第３期　11月１日～同月末日まで

第４期　翌年２月１日～同月末日まで



被用者保険（三種町国民健康保険以外）に加入されている被扶養者の方へ

11

特定健康診査・特定保健指導のお知らせ 特定健康診査・特定保健指導のお知らせ 特定健康診査・特定保健指導のお知らせ 
先月号でもお知らせしましたが、平成20年度から医療保険者に対して特定健診・保健指導が義務づけられました。

４月下旬から、各地域の健康づくり推進員が「三種町健診受診予定票」を配布します。申し込みされた方には、後日
あらためて受診券と受診票が郵送されますので、受診券等は健診当日まで大切に保管してください。
※健康増進法による「がん検診」は、国保加入者及び他の保険に加入している被扶養者の方も昨年同様に申込が可能です。

三種町国民健康保険以外の次に記載のある健康保険に加入されている被扶養者の方は、町が行う特定健診とがん検
診の受診が可能です。手続きとして、加入する医療保険者へ町の健診を希望する旨の連絡が必要になります。
（受診券が交付されますので健診会場へ持参してください）
※秋田県内で集合契約される医療保険者は次のとおりです。この他に全国組織で集合契約される保険者がありますの
で各事業所へご確認ください。
９医療保険者を代表する保険者は、健康保険組合連合会秋田連合会（TEL018－825－1382）となります。

※会社に勤務されている方は、労働安全衛生法によって事業所が指定する医療機関での健診となりますので、町の健診はできません。
※この資料は、平成20年２月上旬に作成されているため変更になっている場合があります。
※特定健診の受診券発行時期等については、各医療保険者へご確認されるようお願いします。

｝ 
H20

受

診

券

の

発

行
 

利
用
券
の
発
行
 

特定健康診査 

特定保健指導 

特
定
健
康
診
査
及
び
特
定
保
健
指
導
の
流
れ 

国民健康保険 
・30歳～39歳 
・40歳～64歳 
・65歳～74歳 
生活機能評価と特定健診 

健 診 時 期 

指 導 時 期  

・国保係から 

・保健係から 

・国保係から 

・各医療保険者から 

・三種町国保から 

・各医療保険者から 
 （医療機関の指定） 

自己負担額 
1,500円 

保健係 
・生活保護世帯ほか 

・被用者保険の被扶養者 
 　 30歳～39歳 

自己負担額 
無料 

自己負担額 
1,500円 

75歳以上 
生活機能評価と健康診査 

三種町国民健康保険 

被用者保険の被扶養者 

秋田県後期高齢者医療広域連合から 
健診を町に委託 

指導時期：H20.8～（ドックは６月～） 

集団検診：H20.7月から９月まで 

実施場所： 

被用者保険の被扶養者 
40歳～74歳 

自己負担額 
無料 

集団健診（早朝）の医療機関 
山本組合総合病院 
（財）秋田県総合保健事業団 

人間ドックの医療機関：山本組合総合病院 
H20.4月からH21.3月まで申し込みが可能 
（各自で申し込みをすることになります） 

八竜地域 
琴丘地域 
山本地域 

被用者保険者の被扶養者が町の健診を希
望する場合は、各医療保険者へ連絡し受
診券を交付された方だけが、町での健診
が可能となります。 

健診結果に応じて、町が動機付け支援と
積極的支援の保健指導を行います。 
指導期間は６ヶ月間 
人間ドックを受けた方は、山本組合総合
病院からの指導となります。 

医療保険者が利用券を交付しますので、
指定された医療機関で指導されることに
なります。 

◆問い合わせ先　いきいき健康課国保年金係　TEL 0185－85－2137 保健係　TEL 0185－85－2190

保健指導利用券の発行時期 一部負担金の有無 特定健診受診券の発行時期 電 話 番 号 医 療 保 険 者 名 

発行予定　無 無 配偶者 を 除 く 被扶養者 ・ 任意継続者 
6 月頃 0 1 8 － 8 6 3 － 1 2 1 2 秋 田 銀 行 健 康 保 険 組 合 1 

発行予定　無 有 （負担額 1 , 0 0 0 円） 被扶養者・任意継続者 
5 月以降 0 1 8 － 8 6 3 － 5 3 7 7 秋 田 県 自 動 車 販 売 健 康 保 険 組 合 2 

階層化後　随時発行 無 被扶養者・任意継続者 
4 月 １ ０ 日頃 0 1 8 － 8 3 3 － 4 2 1 1 北 都 銀 行 健 康 保 険 組 合 3 

未　定 未　定 被扶養者の希望者 
6 月以降 0 1 8 － 8 8 3 － 1 6 5 5 政 府 管 掌 健 康 保 険 

　 （ 秋 田 社 会 保 険 事 務 局 ） 　 4 

階層化後　随時発行 有 （負担額　未　定） 被扶養者・任意継続者 
時期未定 0 1 8 － 8 6 0 － 1 0 4 8 地 方 職 員 共 済 組 合 

  秋 田 県 支 部   5 

未　定 無 被扶養者・任意継続者 
6 月以降 0 1 8 － 8 6 0 － 5 2 2 1 公 立 学 校 共 済 組 合 

  秋 田 県 支 部   6 

階層化後　随時発行 有 （負担額 1 , 0 0 0 円） 被扶養者 
5 月上旬 0 1 8 － 8 6 3 － 1 1 1 1 警 察 共 済 組 合 秋 田 県 支 部 7 

階層化後　随時発行 無 被扶養者 
5 月上旬 0 1 8 － 8 6 2 － 5 2 6 2 秋 田 県 市 町 村 職 員 共 済 組 合 8 

未　定 未　定 未　定 0 1 8 － 8 2 3 － 4 5 6 3 秋 田 県 歯 科 医 師 国 保 組 合 9 
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年金だより 「「ねねんんききんん特特別別便便」」がが届届いいたた方方へへ

◆問い合わせ先　秋田社会保険事務所　　　　TEL 018－865－2390
いきいき健康課国保年金係　TEL 0185－85－2137

◆問い合わせ先　町民生活課町民係　　　 TEL 0185－85－4833
各総合支所地域生活課戸籍町民係 八竜 0185－85－4825 琴丘 0185－87－2109 山本 0185－83－2115

① 戸籍の謄本・抄本がほしいとき ② 戸籍の届出をしたいとき

☆「ねんきん特別便」と記録統合までの流れ

●記録が結びつく可能性がある方には平成20年３月ま
でをめどに送付
●その他の方には平成20年４月～10月までをめどに送付

☆加入記録を十分にご確認ください
名寄せ作業の結果については、別の方の記録である可能性もありますので、お送りする「年金記録のお知らせ」
には記載しておらず、基礎年金番号と結びつけている記録だけが記載されています。お勤め先などの欄に記載漏
れがないか、また資格取得年月日・資格喪失年月日の誤りがないかなどを十分にご確認ください。

特に昨年12月から本年３月までに「ねんきん特別便」が届いた方については、
記録が結びつく可能性が高いため、必ずご回答いただきますようお願いします。

【注意】お手続きをいただかないと記録は統合できません。
●訂正がない場合は「確認はがき」を郵送
●訂正がある場合は年金記録照会票に記入して手続き

↓ 訂正がない場合

同封の「年金加入記
録照会票」から「確
認はがき」を切り取
って“訂正がない”
を○で囲み、提出年
月日、氏名をご記入
の上、返送してくだ
さい。

↓ 訂正がある場合

ねんきん 
特別便を送付 

ご自身による 
記録の確認 

ご自身による 
回　　答 

社会保険庁に 
よる調査・確認 

記録の統合 
（確認完了） 

『本人確認』が法律上のルールになります 
戸籍窓口からの 
お知らせ 

平成20年5月1日から 

『本人確認』をします

【窓口では】
・窓口に来られた方について、運転免許証、写真付き住
民基本台帳カード等の本人確認書類（以下「本人確認
書類」といいます）の提示により確認を行います。
・代理人や使いの方については、さらに委任状の書面に
より代理権限の確認も行います。

【郵送では】
・本人確認書類の写しを同封し、返送先は現住所とする
ことが必要となります。

正当な理由を明示してください。

・戸籍に記載されている方、またはその配偶者、直系の
親族の方（以下「本人等」といいます）については理
由の明示は不要です。
・本人等以外の方については、◎自分の権利を行使した
り、自分の義務を果たしたりするために戸籍の内容を
確認する必要があること、◎国または地方公共団体の
機関に提出する必要があること、などの正当な理由を、
申請書に詳しく書くことが必要となります。

『本人確認』をします

・窓口に来られた方について本人確認を行います。本人
確認の方法は、左記の①戸籍の謄本・抄本がほしいと
きと同様です。

「通知」を行います

・窓口に来られた方が、縁組等のご本人であると確認で
きなかった場合には、縁組等の届出が受理されたこと
をご本人に通知します。

「不受理届出」を受け付けます

・本人確認ができなかった場合には、縁組等の届出を受
理しないよう、あらかじめ市区町村に申し出すること
ができます（以下「不受理申出」といいます）。不受
理申出及びその取り下げは、市区町村の窓口で行って
ください。その際、本人確認を行います。本人確認の
方法は、左記の①戸籍の謄本・抄本がほしいときと同
様です。

※制裁の強化 偽りその他の不正な手段によって戸籍謄本・抄本等の
交付を受けた者は、刑罰（30万円以下の罰金）が科せられます。

同封の「年金加入記録照会票」に必要事項をご記入いただき、「確認はがき」を切り取らず
“訂正がある”を○で囲み、次の手続きを行ってください。
【年金受給者】●「年金加入記録照会票」に年金証書を添えてお近くの社会保険事務所でお

手続きください。
●社会保険事務所へ来所できない場合は、下記ダイヤルまでご連絡ください。
郵送による手続き方法等をご案内します。

ねんきん特別便専用ダイヤル　０５７０－０５８－５５５

【現役加入者】●「年金加入記録照会票」を同封の返信用封筒で返送してください。



住宅整備資金貸付の対象は、次の①～③に当てはま

る方で、自力で住宅整備を行うことが困難な方です。

①高齢者住宅整備貸付

60歳以上の親族である高齢者と同居する方

②心身障害者住宅整備貸付

身障手帳所有者（１級～４級）・療育手帳所有者

（判定Ａ）本人、または同居の親族

③ひとり親家庭等住宅整備貸付

現に扶養する子のある配偶者のいない女子及び男子

利　　　　率

①②財政投融資資金、その他借入金貸付利率の低い方

③年1.0％（所得税非課税世帯は無利子）

貸付金限度額 ①～③150万円

償 還 期 間 ①～③措置期間経過後９年以内

償 還 方 法 ①～③均等年賦

◆申し込み・問い合わせ先
いきいき健康課福祉係　TEL 0185－85－2190
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ご存じですか？ 
停電時でもブザー、音声、光でお知らせ！ 

セコムのホーム火災センサー セコムのホーム火災センサー 

■お引渡後10年間の長期保証！　 ■電池交換約10年間不要！ 

6,000円 6,000円 1個 （税込） サービス中！ 
今なら取付 

…資料請求・お問い合わせは… 

成田建設株式会社 

　0185－85－2401

現物サンプル出張実演中！ 
お気軽にお電話下さい。 

日本消防 検定
協会
 

平成18年６月１日より 
住宅用火災警報器の設置が義務付けられました。 

広告

金額 （円） 単　位 作　業　種　別 金額 （円） 単　位 作　業　種　別 
1,800 10a 溝 き り　 繋 ぎ な し 

機 　 

械 　 

作 　 

業 　 

等 

5,000 １ 日 一 般 農 作 業 
労 
賃 600 １ 箱 育 苗 10,000 １ 日 オ ペ レ ー タ ー 

6,000 整 理 田 
10a バインダー （紐込み） 

        ※休息1日 2 回、1回15分 
7,000 未整理田 4,200 整 理 田 

10a 水 田 耕 起 

機 　 

械 　 

作 　 

業 　 

等 

5,500 整 理 田 
10a ハ ー ベ ス タ ー 

4,900 未整理田 
6,000 未整理田 4,700 整 理 田 

10a 代 か き 
13,000 整 理 田 

10a コ ン バ イ ン 
4,900 未整理田 

14,000 未整理田 4,200 整 理 田 
10a 田 植 え 

1,000 バ ラ 
10a 生 籾 運 搬 

4,700 未整理田 
2,000 袋 詰 め 700 10a 田植え側条 （加算） 
500 生 

30㎏ 籾 乾 燥 
1,500 10a 苗 運 び 

350 半 乾 燥 20 １ m 畦 塗 り 
250 30㎏ 籾 摺 り 調 整 120 20㎏ ／袋 肥 料 散 布 
4,200 10a 畑 耕 起 1,000 10a 薬 剤 散 布 

◆問い合わせ先　農業委員会事務局　TEL 0185ー83ー2335

●労賃は１日８時間労働を基準とし、賄いその他一切の現物支給は含まない。 ●消費税は内税とする。

秋田わか杉国体に向けたバスケットボールの競技力

向上のため、県体育協会から町国体推進室へ派遣され

ていた高久順さんが３月31日で任期を満了しました。

今後はプロ入りを目指すそうです。

高久順さんからのメッセージ
１年間という短期間でしたが、三

種町の温かさに触れられた１年間で

した。国体で優勝するためにテクニ

カルアドバイザーとして秋田にきましたが、３位

と残念な結果に終わり今でも悔しいです。しかし、

僕たちの試合になると会場にたくさんの町民の

方々が応援に来て下さり、精一杯の応援に感動し

ました！国体は残念な結果でしたが、所属する琴

丘体協ではオールジャパン３回戦進出、全国クラ

ブ選手権優勝と最高の結果を出すことができ嬉し

く思っております。この１年、三種町の皆さんと

触れ合うことで大きく成長することが出来たと感

じており、この経験を今後の活動に生かしていき

たいと思います。本当にありがとうございました。

たくさんの感動んの感動をありがとう！ たくさんの感動んの感動をありがとう！ たくさんの感動をありがとう！ 
高久順さんの任期が満了 

平成20年度 三種町農作業標準賃金表
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新たな道へ巣立ちの時
小中学校卒業式
町内の３中学校で３月８日、８小学校で３月17日

と18日に卒業式が行われ、小学校は174人、中学校

は96人の卒業生が新たな道へと巣立っていきました。

八竜中学校では春の日差しが差し込む中、無事に卒

業式を終えた卒業生が昇降口に現れると、待ちかまえ

ていた在校生が拍手で出迎え、胴上げをして卒業生を

お祝いしたり、別れを惜しんで涙ぐむ姿が見られまし

た。

３月17日に行われた鯉川小学校では、卒業生５人

が６年間の思い出を語るとともに、後輩や恩師に別れ

の言葉、保護者には感謝の言葉を涙を浮かべながら贈

り、慣れ親しんだ学び舎に別れを告げていました。

まちの話題 まちの話題 

琴丘体協が初優勝！
全日本クラブバスケ選手権大会

第34回全日本クラブバスケットボール選手権大会

が、３月８日から10日までの日程で香川県高松市総

合体育館を主会場に行われました。

３年連続５度目の出場となった琴丘体協は、１回戦

でＰクラブ（東海４位・愛知）を相手に116対64、

２回戦でチーム大分（九州２位・大分）を相手に91

対79で破り、準々決勝ではＧｏｌｄｅｎ ａｇｅ（近畿４

位・大阪）を相手に88対61で勝利し、初の４強入り

を果たしました。

琴丘体協の勢いは止まらず、続く準決勝では

HEDGE HOG（北信越２位・新潟）を102対84で下

し決勝戦に進出。決勝ではＪＢＬスーパーリーグ経験

者も所属する強豪、０５５（東海１位・三重）との対

戦となりましたが、相手に一度もリードを許すことな

く89対73で勝利し、念願の初優勝を飾るとともに、

クラブバスケの頂点に昇りつめました。

 

串 け ん 焼肉家族 

（83）2 4 8 4

三種町森岳字木戸沢115－14（森岳温泉郷） 

TEL 0185 三種町浜田字東浜田324  TEL 0185－72－1050 
　　　　　　　　　　　FAX 0185－72－1051 

お買得商品を豊富に取り揃えてお待ちしています！ 

朝 9 : 30～夜 8 : 00営業時間 

▲役場を訪れ、優勝の喜びを報告した琴丘体協
チームの高久選手と田中選手（写真中央）

▲涙ながらに別れの言葉を贈る（鯉川小）

▲恩師と記念撮影（八竜中）

広告 広告
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みなさんの善意に感謝
小学校、児童館をボランティア修繕
子どもたちの使う施設が、ボランティアにより修繕
されました。３月２日には八竜建設技能組合（畠山護
組合長）の組合員41人が、浜口小、湖北小、八竜中
の修繕を行いました。また、２月27日には、伊藤信
秋さん（伊藤内装、大曲）が、鵜川児童館のステージ
の壁紙を貼り替えました。

まちの話題 まちの話題 

�83 �3121
�87 �2608

森岳大町 
琴 丘 店   

支店 

�83�3511
�83�2010

三種町森岳 
自宅・夜間 

いつも 
  いっしょに 

診 療 時 間 の お 知 ら せ 

午前 9：00～12：00 
午後 1：30～  6：00

※医科は午後 5：00までの診療となります 

森岳字木戸沢199　TEL：0185（83）5111

歯　科 

定住への思いふくらむ
ふるさと体験ツアー

３月１日、２日の２日間、町定住促進事業ふるさと

体験ツアーが行われ、首都圏に住む町出身者ら18人

が参加しました。参加者は、町内巡りや田舎料理づく

り体験などを楽しんだほか、空き家の視察や地元住民、

Ｕターン者との懇談会を行うなど、ふるさと定住への

思いを深めていました。

きれいな歯をいつまでも
歯科表彰式

３月24日、八竜農村環境改善センターで平成19年

度三種町歯科表彰式が行われました。

この日はむし歯のない３歳児51人が表彰を受けた

ほか、むし歯予防に関する作品表彰、６０２４（60歳

で24本）及び７０２２（70歳で22本）きれいな歯表彰

も行われ、出席者はこれからも歯を大切にしていく気

持ちを新たにしていました。

▲棚を修繕する八竜建設技能組合のみなさん

▲むし歯のないきれいな歯を大切に！

▲ふるさとを満喫したツアー参加者

広告 広告

第3子誕生祝い金贈呈
～健やかな成長を～

３月14日、役場で第３子誕生祝い金の贈呈式が行
われました。今回の対象者は、小林一也・オセア、レ
イラ夫婦（新田）の長女で、11月16日に生まれたレ
イカちゃんです。表彰を受けた後、ご両親は「いつも
ニコニコして元気でいてほしい」とわが子の成長への
思いを語っていました。

▲今回対象のレイカちゃん
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24号 

３月２日、山本ふるさと文化館で平成19年度三種町スポーツ・文

化栄誉賞授与式が行われ、町長賞を１団体と３個人、教育委員会賞を

２団体と38個人が受賞しました。

この日は、受賞者一人一人に賞状とトロフィー等が手渡され、活躍

を称えました。

受賞者を代表し八竜中学校３年の佐々木舞さんが「陸上競技は、自

分自身と闘う競技。スタートラインに立ったら自分を信じて走るしか

ありません。たくさんの大会へ出場し、トップ選手と対戦することで

刺激を受け、頑張ることが出来ました。今年は高校生になりますが、

初心に返り、新たな気持ちで、また、応援してくれる人たちへの感謝

の気持を忘れず、楽しい学校生活を送りたい。」と力強く謝辞を述べ

ました。

佐々木さんは、２月10日に千葉県で行われた、第43回千葉国際クロスカントリー大会中学女子3000Ｍで見事優勝

し、町長賞を受賞しました。

また、３月８日から香川県で行われた第34回全日本クラブバスケットボール選手権大会で優勝した、琴丘体協バ

スケットボールチームへは、新たに３月19日、町長より賞状とトロフィーが贈られました。

受賞者は次の方々です。

教育委員会賞

謝辞を述べる佐々木舞さん

平成19年度 

伊藤　壮広（能代工高３年・陸上競技）

池内　裕輝　　藤原　和朋

（以上能代工高２年・ウエイトリフティング）

牧野　翔太　　渡辺　皓哉

（以上能代西高２年・自転車）

川田　翔太（能代西高１年・自転車）

関　　駿介　　近藤　宏樹

（以上能代高２年・空手道）

信太　耀介（能代高２年・柔道）

○スポーツ栄誉賞（個人）

佐々木　舞（八竜中３年）

第43回千葉国際クロスカントリー大会　中学女子3000Ｍ　優勝

○スポーツ栄誉賞（団体）

琴丘体協バスケットボールチーム

第34回全日本クラブバスケットボール選手権大会　優勝

監督：鎌田　義人　　コーチ：工藤　吉美

アシスタントコーチ：工藤　一広

マネージャー：鎌田　優香

選手：田中　　学　　近藤　洋介　　石井　佑生

飯塚　弘太　　小野　弘樹　　齊藤　直樹

石川　　崇　　佐々木　学　　菊地　勇樹　

大山　智幸　　大高　孝行　　川村　浩二

小納　真琴　　荒川　　徹　　高久　　順

近藤　伸哉

○文化栄誉賞（個人）

田中　美鈴（秋田北高３年）

第60回全日本合唱コンクール全国大会　合唱　高校Ａクラス　金賞

篠田　健三

平成19年度子育てを支える家族・地域のきずな作品コンクール　標語　最優秀賞

○スポーツ栄誉賞（個人）

杉沢　優太（湖北小６年・水泳）

工藤　　梢（明桜高３年・バスケットボール）

加藤　雄司（合川高３年・ソフトテニス）

近藤　成優（金足農高３年・硬式野球）

山田　優介（金足農高２年・相撲）

三浦　有雅（能代商高２年・陸上）

原田　知穂（能代商高２年・空手道）

飯塚　一樹（能代工高３年・バスケットボール）

町 長 賞
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田中　裕人（法政大４年・ウエイトリフティング）

田中　　学　　齊藤　直樹　　菊地　勇樹

小野　弘樹　　高久　　順　　佐々木　学

（以上琴丘体協・バスケットボール）

舘山　　孝（三種町相撲連盟・相撲）

佐藤　政蔵（三種町ＧＧ協会・グラウンドゴルフ）

田中　義夫　　櫻田　　悟　　近藤猪八郎

（以上陸上競技）

清水　洋子　　浦田　正子

（以上三種町卓球協会・ラージボール卓球）

○スポーツ栄誉賞（団体）

森小ミラクル・ボーイ

第27回秋田県綱引き選手権大会　小学生男子の部　優勝

監督：安藤　義隆　　トレーナー：鈴木　秀高

選手：工藤　裕太　　渡辺　智紀　　加藤　　匡

大越　柊人　　池内　政貴　　伊藤　　亮

安藤　幹貴　　三浦　優太　　安藤　　巧

上村　佳正　　志戸田優太（以上森岳小６年）

○文化栄誉賞（個人）

伊藤　亜美（八竜中２年・作文）

泉　　尋公（八竜中３年・珠算）

松田　晃征（能代商高２年・囲碁）

田村　葉月（能代高１年・書道）

松田　大輝（能代高３年・囲碁）

牧野　友花（能代高３年・無線）

清水　惠子（花だんづくり）

○文化栄誉賞（団体の部）

浜口小学校

平成19年度秋田県学校関係緑化コンクール　県知事賞

ひとりひとり名前を紹介される森小ミラクル・ボーイ

平成19年度全日本学校関係緑化コンクールの学

校環境の部で、浜口小学校が「国土緑化推進機構理

事長賞」を受賞しました。

浜口小学校は、昨年秋の秋田県のコンクールで県

知事賞を受賞し、その中から特に優秀な学校として、

全国へ推薦されていました。

全国コンクールでは、特選１校、準特選4校、入選10校が選ばれています。

同校では、前年の秋に植えたチューリップの球根が春に花を咲かせ、その後は土づくりから花の種まき、

苗の植え付けを全校児童で分担して行います。また、キバナコスモス大作戦としてポットで育てた苗や種を

町内の施設や家族、他校の友達にプレゼントし、喜ばれています。

昨年の秋に植えた球根も、もうじき新しい花を咲かせ新入生を迎えてくれることでしょう。

全日本学校関係 
緑化コンクールで 
全日本学校関係 
緑化コンクールで 入選 

浜口小学校 
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２月28日、さざなみ苑で三種町連合婦人会研修会

（大山陽子会長）が行われ、昨年と同様、町の議会から

３人の女性議員と教育長が参加し、120人の参加者と情

報交換を行い、交流を深めました。

懇談会では、はじめに女性議員から町の財政状況、少

子化問題、町の活性化に向けた意見などを聞き、その後

の質疑で婦人会員から「学校給食への安全・安心な食材

提供」や「学校の統廃合はどうなるのか」などが出され、

子どもを取り巻く環境に対する質問や意見交換が活発に

行われました。最後に大山会長が、今後も女性の力を町

の活性化に活かすため、この懇談会を次年度も継続する

ことを確認しました。

３月９日、鵜川飯塚地区にある国の重要文化財「大山

家住宅」で防火訓練が行われました。

地域の貴重な文化遺産を、住民自らが守るという意識

を深めてもらうため実施しているもので、当日は地区の

住民や消防団員、三種消防署員など約30人が参加。

119番通報訓練や消火器を使った初期消火訓練、備え付

けの放水銃による放水訓練などを行い、文化財保護の誓

いを新たにしました。

大山家住宅は、県北部の日本海沿いに多くみられる

「中門造り」住宅で、江戸時代末期の建築形態をそのま

ま残した貴重な民家として、昭和48年に国の重要文化

財の指定を受けています。

見学を希望される方は、八竜教育振興室へご連絡下さい。

「フリートーク・女性議員との懇談会」 
三種町連合婦人会研修会 

国の重要文化財「大山家住宅」で 

　　　　　　　　　防火訓練 

国の重要文化財「大山家住宅」で 

　　　　　　　　　防火訓練 

地域の文化遺産を守ろう！ 

３月９日、

山本ふるさと

文化館で三種

町音楽演奏会

が開催され、

息のあったハ

ーモニーで詰

めかけた400人の聴衆を魅了しました。

この演奏会は、秋田大学吹奏楽団と三種町内の３

中学校の吹奏楽部が合同で、毎年行っています。

第１部は３中学校の合同演奏、第２部は秋田大学

による単独演奏、第３部では秋田大学と３中学校が

合同で「坂本九メドレー」や「2007Ｊ－ＰＯＰメドレ

ー」を披露。また、演奏会の中では楽器の紹介もさ

れ、会場は、終始和やかな雰囲気に包まれていました。

400人の聴衆を魅了 

平成20年度から三種町体育協会が完全に一本化する

ことに伴い、各支部の解散総会が行われました。

昭和41年に発足した琴丘支部（木村光一支部長）は２

月23日、講師に女子バレーボール元全日本代表の益子直

美さんを招き、琴丘総合体育館で講演会を開催。また、

昭和40年に発足した山本支部（三浦篤支部長）は、３月

１日丸富ホテルで総会と懇談会を開催。昭和42年発足の

八竜支部（工藤茂尚支部長）は３月16日、元卓球全日本

チャンピオンの岩田智恵子（旧姓小野）さんを講師に迎

え、創立40周年記念講演会をゆめろんで開催しました。

各支部とも長い歴史があり、数々の栄光の足跡を残し

ています。

琴丘で講演した
益子直美さん

あいさつをする
三浦支部長（山本）

自らの体験を振り返り
ながら語る岩田さん

3支部解散総会開催 
4月から三種町体育協会が完全一本化 



子育てや教育（学校・家庭）の 
悩みや相談は… 
学校教育・いじめ・不登校などは　「すこやか電話」 

月～金８：30～17：00（フリーダイヤル） 

・総合教育センター　　　　０１２０－３７７８０４ 
・北教育事務所　　　　　　０１２０－３７７９１４ 
・北教育事務所山本出張所　０１２０－３７７９１７ 

・生涯学習センター　　　syogaiak@gaea.ocn.ne.jp

家庭教育やしつけは　「スギの子Ｅ－ｍａｉｌ相談」 

・中央児童相談所　　　　　０１２０－４２４１５２ 

養育上の悩みや非行・虐待など 「子ども家庭110番」 

・秋田県警本部少年課　　　０１８－８２４－１２１２ 

子どもの問題行動や困りごとなど　「やまびこ電話」 

・福祉事務所（家庭児童相談室） 

子どもの福祉に関する相談 

・秋田県精神保健福祉センター 
　　　　　　　　　　　　　０１８－８３１－３９３９ 

思春期の子どもの発育・発達や健康　「こころの電話」 
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●教育委員会総務係（琴丘総合支所内） TEL  0185－87－2115
● 教育委員会生涯学習係（琴丘総合支所内） TEL  0185－87－2115
● 教育委員会スポーツ係（琴丘総合体育館内） TEL  0185－87－2222
● 八竜教育振興室（八竜公民館） TEL  0185－85－2177
● 琴丘教育振興室（琴丘公民館） TEL  0185－87－3232
● 山本教育振興室（山本公民館） TEL  0185－83－2353

生涯学習通信せせらぎの
掲載内容に関する申し込み・
問い合わせ先電話番号

ありがとう 
ございました 

香典返し 
下岩川字達子の舘山孝さんよ

り、山本公民館の図書の購入に

役立ててほしいと、香典返しと

して３万円いただきました。あ

りがとうございました。

★親の品格 ……………………………………（坂東真理子）

★甲子園への遺言 ……………………………（門田　隆将）

★桃山ビート・トライブ ……………………（天野　純希）

★ゴールデンスランバー ……………………（伊坂幸太郎）

★５年３組リョウタ組 ………………………（石田　衣良）

★靖国への帰還 ………………………………（内田　康夫）

★松風の人　吉田松陰とその門下 …………（津本　　陽）

★こころげそう　男女九人お江戸の恋ものがたり……（畠中　　恵）

★新・御宿かわせみ …………………………（平岩　弓枝）

★夢をかなえるゾウ …………………………（水野　敬也）

★よるがきらいなふくろう …………………（仁科　幸子）

★北の動物園できいた12のお話旭山動物園物語 …（浜　なつ子）

★かいけつゾロリ！ダイエット大さくせん ……（原　ゆたか）

★マリと子犬の物語 ……………………（ひろはたえりこ）

★伏してぞ止まん、ぼく宮物警部です。……（山口　秀範）

他19冊

山本公民館新着図書紹介
山本公民館に新しい本が入りました。ご利用ください。

体験学習室からのお知らせ 
　琴丘体験学習室では、平成20年度の企画第１弾として粘土クラフト「春の花鉢づくり」を開催します。 
　手づくりの楽しさを体感しながら、自作の花鉢づくりに挑戦しませんか。 
　また、【押し花】と【クラフト手芸】のコース学習受講生も随時募集しています。 
　ひとりでもグループ単位での申し込みでもＯＫです。余暇を利用して、気軽に始めてみませんか！ 

粘土クラフト体験 

春の花鉢づくり 
　〔体験料：400円～〕 

開催日：毎週水曜日　午前10時～午後４時 

押し花コース学習 

開催日：毎週月曜日　午前10時～午後４時 

　粘土をこねる楽しさを体
験して下さい。 
　これからの季節にピッタ
リの花鉢やお皿、カップづ
くりなどが体験出来ます。 
　自分の好きな形、大きさ
に挑戦しましょう。 

　押し花の基礎から小物づくり、花絵額づくりま
で楽しめます。 

クラフト手芸コース学習 

開催日：毎週火曜日　午前10時～午後４時 
　簡単な小物入れからおしゃれなバッグづくりま
で楽しめます。 

※受講料は１回の受講ご

と250円です。材料代

は別途必要です。 

　４月１日より、体験学習室は毎週金曜日をお休みとさせて
いただきます。 
　利用者の皆様にはご不便をお掛けしますが、ご理解とご協
力をお願いします。 

金曜日は 
お休みします 

お問い合わせ・申し込み先　 琴丘体験学習室（道の駅ことおか「サンバリオ」２階） TEL 0185－87－4017



I NFORMATION  

20

自衛隊陸海空幹部候補生募集

県では、毎年第2日曜日を「あきた・ビューティフ
ル・サンデー」、4月を「あきた・クリーン強調月間」
として身近な地域のクリーンアップを呼びかけていま
す。みんなで声をかけあって、自宅のまわりなど身近
な場所をきれいにし、気持ちよく春を迎えましょう。
また、町では「あきた・ビューティフル・サンデー」
にあわせて「八郎湖クリーンアップ」を実施しますの
で、4月13日の早朝は、八郎湖の環境を守るため多数
の参加をお願いします。琴丘・山本地域では、全町ク
リーンアップもあわせて行いますので、みなさんのご
協力をお願いします。

◆問い合わせ先　各総合支所地域生活課
八竜　TEL 0185－85－4824
琴丘　TEL 0185－87－3516
山本　TEL 0185－83－2115

４月13日（日）は『あきた・ビュー
ティフル・サンデー』です！

４月から「定例行政相談所」
を開設します

人権擁護委員協議会からのお知らせ

○八竜農村環境改善センター、琴丘公民館、山本公民
館の各図書コーナーに『イラスト・わかりやすい年
金』、『問答式・家庭の法律相談』など、困りごと、
悩みごとについての図書を9冊用意しました。ご利
用ください。
○様々な問題に、電話で相談を受ける窓口を一覧にし
た『相談窓口一覧』を全戸配布しますので、ご利用
ください。

人権擁護委員

○琴丘地域　篠田健三　岩城紘一　小玉　子　
○山本地域　藤田牧子　板倉孝子　池田和男（新任）
○八竜地域　工藤茂尚　見上雅子　佐々木鈞（新任）

◆問い合わせ先　町民生活課町民係
TEL 0185－85－4833

後期高齢者医療制度が始まりました
振り込め詐欺にご注意ください！

平成20年4月1日から新しい医療制度「後期高齢者
医療制度」が始まりました。対象者には特別徴収仮徴
収通知書が届きますが、広域連職員の名をかたる者が
「保険証の交付事務に関する手数料の入金」や「保険
料の還付」を装って電話をかけてくる、振り込め詐欺
と思われる事例が他県で発生しています。
交付に関して手数料はかかりませんし、こちらから
銀行ＡＴＭへの入金を指示することはありません。こ
のような不振な電話や訪問があった場合は、すぐにお
問い合せください。

◆問い合わせ先　いきいき健康課国保年金係
TEL 0185－85－2137

【歯科幹部候補生】

応 募 資 格 平成21年 4月1日現在、20歳以上
30歳未満の男女で、学校教育法に基
づく大学において正規の歯学の課程を
修めて卒業（見込含む）した者

【薬剤科幹部候補生】

応 募 資 格 平成21年 4月1日現在、20歳以上
26歳未満の男女で、学校教育法に基
づく大学において正規の薬学の課程を
修めて卒業（見込含む）した者

応 募 締 切 5月12日（月）

一次試験日 5月17日（土）

合 格 発 表 6月 6 日（金）

◆問い合わせ先
自衛隊秋田地方協力本部　能代地域事務所

TEL 0185－52－0768

町では、4月から行政（国・県・町）に関して困っ
ていることや意見・要望を聞き、その解決や実現をは
かるため「定例行政相談所」を開設します。相談は無
料で、秘密は守りますので、お気軽にご相談ください。

【八竜地域】
日　　時 偶数月の第2水曜日10：00～12：00

場　　所 八竜ふれあいセンター

相談委員 佐藤広美行政相談委員
TEL 0185－85－3672

【琴丘地域】
日　　時 毎月第3月曜日10：00～12：00

場　　所 琴丘ひまわりセンター

相談委員 大山陽子行政相談委員
TEL 0185－87－2179

【山本地域】
日　　時 偶数月の第2水曜日10：00～12：00

場　　所 山本保健センター

相談委員 畠山香保子行政相談委員
TEL 0185－83－2648

【一般・技術幹部候補生】

応募資格 平成21年4月1日現在、20歳以上26
歳未満の男女（22歳未満は大卒（見込含む））
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町の工事契約状況（工事名及び契約額、工期）

２月中 Ｈ20年計

酒酔い件数 ０件 ０件

酒気帯び件数 １件 １件

飲酒事故（負傷）件数 ０件 ０件

飲酒事故（死亡）件数 ０件 ０件

交通死亡事故件数 ０件 ０件

全県市町村順位（25市町村中）13位（↓12）

飲酒運転等の状況

秋田県福祉相談センターからのお知らせ

今年に入り、県内では死者の出る火災が多発してい
ます。大切な家族の命を守るため、住宅用火災警報機
の早期設置をお願いします。

義務化の適用時期

新築住宅…平成18年6月1日から義務づけられました
既存住宅…平成23年6月1日から義務づけられます

設置する場所 寝室、階段など

販 売 場 所 消防用設備を取り扱う販売店やホ
ームセンターなどで購入できます。
価格は1台5千円～1万円位です。

※悪質な訪問販売にご注意ください。消防署、公的機関
の職員が家庭を訪問し、火災警報機を販売することは
ありません。なお、クーリング・オフ対象商品です。

◆問い合わせ先　三種消防署
TEL 0185－85－3100

住宅用火災警報器の設置が
義務化されています

秋田県福祉相談センターでは、福祉のあらゆる分野
の相談に応じ、心配事などの解決のお手伝いをします。

相談内容 高齢の方の生活や福祉のこと、身体、
知的、精神の障害についてのこと、子ど
ものしつけや発達のこと、女性の悩みご
と、ストレスなどの心の健康のこと など

開 設 日 毎日（年末年始を除く）

開設時間 平　　日 8：30～19：00
土日祝日　10：00～18：30

◆問い合わせ先　福祉相談ダイヤル
TEL 018－831－2940

ＮＰＯ法人一里塚では、三種町ふるさと回帰支援セン
ター事業の一環として、三種町へＵターンなどで定住
した人の支援や情報交換、活躍の場づくり、定住希望
者への情報提供を目的とした三種町Ａターン者の会を
つくりました。三種町在住のＵターンなどをした定住
者の入会を募集しています。定例会は毎月第３火曜日、
会場は随時連絡します。

◆申込先　三種町Ａターン者の会
代表 下条ゆり子（川尻）TEL 0185－85－4887

「あきたのファミリー」を募集します

三種町Ａターン者の会会員募集

あきたのファミリーとは、留学生を気軽に家庭に呼ん
でひとときを過ごしたり、会えないときは電話で話し
をするなど、留学生にエールを送りながら自由に交流
していただく活動です。日帰りや宿泊を伴う家庭訪問
を基本に自由に交流し、基本的に日本語で交流します。

応募条件

・無償で協力してくれる家庭
・単身でない方
・留学生の居住地まで送迎してくださる方

応募締切 4月25日（金）

◆問い合わせ先　秋田県国際交流協会
TEL 018－864－1181

4月6日～12日までは
春の火災予防運動期間です！

全国統一防火標語

『火は見てる あなたが離れる その時を』
家庭では、次の事などに気をつけて、火災を防
ぎましょう。
・ストーブの取り扱いに注意しましょう
・家の周りに燃えやすい物をおかないようにし
ましょう
・古くなった消火器等は処分し、住宅に適した
消火器等を使用しましょう

三種町・三種町消防団・三種消防署

4月6日～15日までは
春の全国交通安全運動期間

4月10日は
交通事故死ゼロを目指す日
4月6日（日）から15日（火）までの10日間、春の全

国交通安全運動が実施されます。また、10日
（木）には、本年2回目となる新たな国民運動「交
通事故死ゼロを目指す日」も実施されます。住
民一人ひとりが交通ルールやマナーを守り、交
通事故防止に努めましょう。

◎小町房住線道路改良工事（2工区）
石井工業（株）139,124,400円　3／13～11／28

◎平成19年度林道施設災害復旧事業井戸下田線１号工事
（株）近 藤 組 10,760,000円　4／1～8／29



行　　　　　　　事　　　　　　　名曜日日

新入園児お祝いの会（9:30～愛育会・浜口・鵜川保育園）火1

水2
ポリオ予防接種（山本保健センター）
新しいお友達を迎える会（10:00～下岩川・森岳・金岡保育園）木3

八竜幼稚園入園式（9:30～）
新しいお友達を迎える会（10:00～琴丘保育園）金4

土5
春の火災予防運動（～4月12日）
春の全国交通安全運動（～4月15日）日6

月7
小学校入学式（10:00～各小学校）
中学校入学式（13:30～各中学校）火8

水9

交通事故死ゼロを目指す日
３歳児健診（山本保健センター）
わくわくひろば「みんななかよし」（9:30～琴丘中央すこやか館）

木10

金11
土12
日13
月14
火15

メロンキッズひろば「ふれあいタイム、情報交換」（10:00～八竜改善センター）水16
２歳児歯科健診（山本保健センター）、琴丘保育園開放日
ドラえもん広場「はじめまして!!」（9:30～森岳保育園）木17

金18
土19
日20

乳児健診（山本保健センター）月21

火22

メロンキッズひろば「こいのぼりを作ろう！」（10:00～八竜改善センター）水23
わくわくひろば「お花見散策」（9:30～琴丘中央すこやか館）　
ドラえもん広場「さくらはまだかな？」（9:30～森岳保育園）木24

金25
土26
日27
月28

昭和の日火29

メロンキッズひろば「お花見えんそく」（10:00～八竜改善センター）水30

町の人口と世帯数 
●人　口 20,518人   （－20） 

　【男】 9,607人   （－13） 

　【女】 10,911人   （－ 7）  

●世帯数 6,900戸   （－ 2） 
※平成20年２月末現在、（  ）内前月比 主な行事  

４月 
主な行事  
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このたびの人事異動で広報担
当を離れることになりました。
合併直後、あわただしく創刊号
を発行したことが思い出されま
す。旧町で広報の経験はありま
したが、広報みたねの初代担当
者として、毎号「これでいいの

か」という自問や葛藤の連続で
した。三種町が踏み出した第一
歩をみなさんにうまく伝えるこ
とができたのか、心もとありま
せんが、みなさんのお力添えで
発行を重ねてこれました。2年
間お世話になりました。 （宇）

編
集
後
記




